
 

 
 

病院を受診された患者さまへ 
当院では機関⻑の許可を得て、下記の臨床研究を実施しております。 
本研究の対象者に該当する可能性のある⽅で、診療情報等を研究⽬的に利⽤または提供されること

を希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 
 

研究課題名 
（研究番号） 

⾷道癌切除術症例における⼤腰筋指数の変化率が術後経過に及ぼす影響 
〜後ろ向き観察研究（横断研究）〜 

当院の研究責任者 
（所属） 

所属：琉球⼤学病院 リハビリテーション部 
⽒名：⼤屋祐輔 

他の研究機関および 
各機関の研究代表者 共同研究機関はなし 

本研究の⽬的 

⾷道癌⼿術は難易度が⾼く、侵襲の⼤きい⼿術です。⾻格筋量の指標と
して多く⽤いられている⼤腰筋指数（Psoas muscle mass index: PMI）に
関して、⼿術前の⼤腰筋指数が術後合併症や⻑期予後に関連すると報告さ
れています。実際の医療現場においても⼿術前の補助化学療法
（Neoadjuvant chemotherapy:NAC）や 術前化学放射線療法
(Neoadjuvant chemoradiotherapy:NACRT)による⾷思低下や体重低下を
来たす症例が少なくありません。本研究の⽬的は、⾷道癌切除術を施⾏し
た症例の、補助化学療法（補助化学放射線療法）を施⾏前後の⼤腰筋指数
（PMI）の変化率を調査し、術前の⾝体機能や栄養状態などの因⼦との関
連を調査・検討し臨床的特徴を明らかにすることです。 

研究実施期間 研究機関の⻑の許可⽇〜2024 年３⽉ 31⽇ 

調査データ(該当期間) 2019 年 10 ⽉〜2022 年 8⽉ 

研究の⽅法 
（利⽤する試料・情報等） 

●対象となる患者さま 
① 2019 年 10 ⽉〜2022 年 8⽉に琉球⼤学病院第⼀外科にて⾷道癌に対し

⾷道切除術を施⾏した症例 
② 術前よりリハビリテーション依頼があり、周術期リハビリテーション

を実施した症例 
●利⽤する情報 
① 基本情報：年齢、性別、⾝⻑、体重、BMI、TNM 分類（stage）、喫煙

歴、飲酒歴、術前補助化学療法、術前化学放射線療法など 
② 病歴：慢性呼吸器疾患、循環器疾患、整形外科疾患、脳⾎管疾患、糖

尿病 
③ 検査・評価値：呼吸機能検査、⾝体機能評価、栄養評価、体組成評価

など 
④ 術中所⾒：術時間、出⾎量、切除部位、切除範囲、術式（開胸、

VATS-E、開腹）、再建⽅法、再建部位 
⑤ 術後経過：ICU ⼊室時間、ICU 退室時間、ICU 在時間、挿管時間、座

位開始⽇、⽴位開始⽇、歩⾏開始⽇、術後在院⽇数、術後合併症の有
無など 



 

 
 

試料/情報の 
他の研究機関への提供 

および提供⽅法 
ありません。 

試料・情報の⼆次利⽤ ありません。 

個⼈情報の取り扱い 

研究において対象者の情報を扱う際は、個⼈情報とは関係のない符号また
は番号を付して匿名化する。論⽂作成時、学会発表時には個⼈が特定でき
る情報は⼀切⽤いない。また、同意の範囲外において情報の利⽤を⾏わな
い。 

本研究の資⾦源 
（利益相反） 本研究では研究費はなく、利益相反もありません。 

お問い合わせ先 電話：098-895-1329（リハビリテーション部） 
担当者：仲宗根透（なかそね とおる） 
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